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1. はじめに
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❏ 本プラグインは「再保存」プラグインという名称です。

❏ 本プラグインはPC（webブラウザ）操作にのみ対応しています。

❏ 本プラグインは無償で提供します。

❏ 本プラグインの利用にあたり、利用者はkintoneの使い方を十分理解しているものとします。

❏ 本プラグインを第三者に提供してはならないものとします。

❏ 本プラグインの利用にあたり、弊社が定める「プラグイン利用規約」を遵守してください。同規約は弊社サ

イト https://www.akazawa.org/plugins/terms に掲載してあります。

❏ 「プラグイン利用規約」の内容とURLは変更することがあります。弊社サイトにて適宜確認してください。

❏ 「プラグイン利用規約」と本資料の内容とで異なる場合は、本資料の記載を優先するものとします。

❏ 本プラグインに関するサポートや修正が必要な場合は、有料で対応いたします。

❏ 本プラグインの機能や設定方法は予告なく変更する場合があります。
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2. 用途と注意点
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❖ 一覧画面にリスト表示されているレコードに対し、次の2つの用途で使えます。

1) 一括で、各レコードを再度保存できます。

2) 一括で、各レコードのルックアップフィールド（アプリ内で1個）を再「取得」できます。
※再取得の元アプリ（マスター系アプリなど）の参照フィールドは「値の重複を禁止する」にチェックが入っている必要があります。

❖ 注意点
❏ 一括で全レコードに対してAPI操作をします。このため、kintoneの「1アプリで1日に実行できるAPIリク

エスト数」の上限に達する恐れがあります。

❏ この上限値と現在のAPIリクエスト数は、「kintoneシステム管理」→「アプリ管理」にて確認できます。

❏ 上限に達した場合、kintoneの当該アプリの動作は保証できません。

❏ 再保存プラグインを利用する場合は、一覧画面で絞り込み機能を使って、一覧画面でのレコード数を1000

件程度以下となるように絞り込んでおくことをお勧めします（1000件位以下なら大丈夫だと保証するわけ

ではありません）。

❏ 同じアプリに対し、一日に何度も再保存プラグインを使わないようにしてください。
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1) 一括で、各レコードを再度保存したい場面

❏ ラジオボタンを後から設置した場合。

既存のレコードについては、ラジオボタンフィールドの値が空（から）になってしまいます。
もし、CSVファイルなどにデータをバックアップしてあったとしても値が空だと、書き戻しが
できなくなります（ラジオボタンは必須入力なので）。再保存プラグインを使うと、再保存操
作により、ラジオボタンにデフォルト値をセットできます。

❏ 計算フィールドを後から設置した場合、および、計算式を変更した場合。

既存のレコードについては計算フィールドの値が空（から）になってしまいま
す。つまり、計算フィールドを設置しただけでは計算は実行されないというこ
とです。再保存プラグインを使うと、再保存操作により計算式が実行されて値
を計算フィールドにセットできます。

計算式を変更した場合も同様です。計算式を変更した時点では既存のレコード
は計算のやり直しが実行されません。例えば、小数点以下を切り捨てる関数を
追加したとしても、既存のレコードでは小数点以下の数値が残ったままとなり
ます。再保存プラグインを使うと、再保存操作により計算式が実行されて小数
点以下が切り捨てられた値を計算フィールドにセットできます。
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❏ 文字列（1行）フィールドで、計算式を使う場合。

後で文字列（1行）フィールドを設置して、計算式を使っても、既存のレコードにつ
いては、計算式は実行されず、フィールドの値が空になってしまいます。再保存プラ
グインを使うと、再保存操作により、計算式が実行されて、計算式に基づく値をセッ
トできます。

同フィールドの計算式を後で変更した場合も同様です。
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2) 一括で、各レコードのルックアップフィールドを再取得したい場面

❏ マスターの情報が変更された場合。

例えば、顧客マスターアプリと販売管理アプリとがあり、販売管理
アプリではルックアップフィールドを使って、顧客マスターから顧
客情報を取得しているとします。

顧客マスターで「福島県」として登録されていた顧客の情報を「福
井県」に変更しなければならなくなったとします（入力間違いとか
引っ越しとかで）。このとき、販売管理アプリ側の既存レコードに
ついても「福井県」に変更したい場合、レコード件数が多いと手作
業で変更するのは大変です。

このようなとき、販売管理アプリの一覧画面で当該顧客の販売情報
だけを一覧表示し、再保存プラグインを使って、一度の操作で「福
島県」→「福井県」に変更できます。
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3. プラグインの使用例
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一覧画面で、対象レコードだけとなるよう
に絞り込んでおきます。
※ページングにより2ページ目以降があったとして
も、2ページ目以降も再保存の対象レコードとなり
ます。
　↓
「全レコードを再保存」ボタンをクリック
します。
　↓
後から追加した「ラジオボタン」フィール
ドの値が、空（から）→「松（デフォルト
値）」に変わります。
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一覧画面で、対象レコードだけとなるよう
に絞り込んでおきます。
　↓
「Lookupの再［取得］」ボタンをクリック
します。
　↓
顧客マスターの変更内容（ここでは、都道
府県）が、販売管理アプリに反映されま
す。
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4. プラグインの設定
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プラグイン設定画面を表示して、以下のように設定してください。

● 再［取得］を実行したいルックアップフィールドを

指定してください。

● テーブルに属するルックアップフィールドは指定で

きません。

● 最後に「保存」ボタンをクリックしてください。

● 全レコードを再保存する機能に関する設定項目はあ

りません。
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5. サポートなど

❏ 本プラグインのサポートを有料で承ります。

❏ 連絡先 📩　hello+plugin@akazawa.org

kintoneアプリの
カスタマイズ相談 kintoneの利用相談

❏ 以下の相談も承ります。相談は無料です。


